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４．黒河内の植生 

４－１．小黒川ウラジロモミ等林木遺伝資源保存林の状況 

中部森林管理局の保護林モニタリング調査報告書（平成 23年 3月）から、黒河内モデル地域内にある

「小黒川ウラジロモミ等林木遺伝資源保存林」の森林、植生状況を紹介する。 

 

 

図 6-67 小黒川ウラジロモミ等林木遺伝資源保存林の植生図と位置 

 

【保護林の設定目的】 

温帯から亜高山帯への移行帯におけるウラジロモミ、イラモミ、ダケカンバを遺伝資源として保存する

（図 6-67）。 

 

【保護林の林況】 

ウラジロモミ、イラモミ、ダケカンバ、コメツガ等から構成される天然林となっている。 

 

【保護林調査の年月日】 

森林調査(毎木調査･植生調査･定点写真)、植物相調査：平成 22年 7月 22 日。 

 

【本項の引用・参考文献】 

保護林モニタリング調査報告書（平成 23 年 3 月：中部森林管理局） 

  



205 

① 保護林プロット１ 

 

 

保護林の斜面下部（1,620m）に位置する、ブナ帯のウラジロモミが優占する林分にプロットが設定されてい

る。その他、コメツガ、シナノキ、ダケカンバ等が混生する。  
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② 保護林プロット２ 

 

 

 

保護林の斜面上部（1,700m）に位置する、ダケカンバが優占する林分にプロットが設定されている。ダ

ケカンバの他、シラカンバ、シナノキ、ウラジロモミ等が混生する。 
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③ 保護林の下層植生等の状況 

 

 

小黒川に接した南東向き斜面に位置し、保護対象種であるウラジロモミの大径木が多く、コメツガやダ

ケカンバも多く混生する林分である。 

この他、ブナの大径木も多く確認されている。林床植生はシカによる食害を受けており貧弱である。保護

林は、小黒川林道から川を渡った対岸に位置し、人の出入りがほとんどはない。保護林境界の河川沿いの

林縁にはシロツメクサ等の帰化植物も見られる。 
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４－２．植生、毎木調査結果 

プロット№① 

ａ 調査区 

表 6-100 プロット№①調査区の植生調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階層 被度 群度 種名 科名 備考 

T1 3 2 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

 1 1 ﾐｽﾞﾅﾗ ﾌﾞﾅ  

 1 1 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ ｶﾊﾞﾉｷ  

 1 1 ﾔﾏｻｸﾗ ﾊﾞﾗ  

H + 1 ｳｽﾊﾞｽﾐﾚ ｽﾐﾚ  

 + 1 ﾐﾔﾏｳﾗｼﾞﾛｲﾁｺﾞ ﾊﾞﾗ  

 + 1 ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ ｽﾐﾚ  

 + 1 ｲﾇﾄｳﾊﾞﾅ ｼｿ  

 + 1 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

 + 1 ｻｸﾗ ﾊﾞﾗ  

 + 1 ｷﾀｺﾞﾖｳ ﾏﾂ  

 + 1 ｽｹﾞ属 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ  

 + 1 ｵｸｸﾙﾏﾑｸﾞﾗ ｱｶﾈ  

 + 1 ﾋｹﾞﾉｶﾞﾘﾔｽ ｲﾈ  

 + 1 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ ｶｴﾃﾞ  

 + 1 ﾐｽﾞｷ ﾐｽﾞｷ  

 + 1 ｻﾅｷﾞｲﾁｺﾞ ﾊﾞﾗ  
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図 6-68 プロット№①調査区の毎木位置 

 

表 6-101 プロット№①調査区の毎木調査結果 

NO テープ 種名 
胸高直径 

(㎝) 
樹高（m） 備考 

791 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 15.6 12.9 皮ハギ 

792 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 17.3 12.7  

793 ﾐｽﾞﾅﾗ 20.5 13.8  

794 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 23.9 14.9  

795 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 22.6 16.0  

796 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 21.2 14.9 カメラ設置 

797 ｻｸﾗ（不明） 20.6 15.1  

798 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 20.6 17.3  

799 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 27.1 16.9  
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【プロット№①調査区のコメント】 

高木層は、ウラジロモミが優占しミズナラ、ダケカンバなどが混生する。 

下層植生は、シカによる食害等を受け、まばらで少ないが、僅かにウラジロモミやミズキ等の稚樹も見受

けられる。なお、かつては生育していたミヤマクマザサはまったく見られない。  

№①の現地写真（調査区） 

所在：長野県伊那市長谷大字黒河内国有林２０５林班ろ小班内 
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ｂ 対照区 

表 6-102 プロット№①対象区の植生調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階層 被度 群度 種名 科名 高さ（㎝） 

T1 4 4 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

H 2 2 ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ ｽﾐﾚ  

 + 1 ﾐﾔﾏｳﾗｼﾞﾛｲﾁｺﾞ ﾊﾞﾗ  

 + 1 ﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ ﾊﾞﾗ  

 + 1 ﾔﾏｵﾀﾞﾏｷ ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ  

 + 1 ﾔﾏﾖﾓｷﾞ ｷｸ  

 + 1 ﾖﾂﾊﾞﾋﾖﾄﾞﾘ ｷｸ  

 + 1 ｱｵﾊﾀﾞ ﾓﾁﾉｷ  

 + 1 ｵｸｸﾙﾏﾑｸﾞﾗ ｱｶﾈ  

 + 1 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

 + 1 ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ ｽｲｶｽﾞﾗ  

 + 1 ｱｶﾏﾂ ﾏﾂ  

 + 1 ｳﾘｶｴﾃﾞ ｶｴﾃﾞ  

 + 1 ｶﾗﾏﾂ ﾏﾂ  

 + 1 ｱｷｸﾞﾐ ｸﾞﾐ  

 + 1 ｽｹﾞ属（不明） ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ  

 + 1 ｺｳｿﾞﾘﾅ ｷｸ  

 + 1 ﾔﾏﾎﾀﾙﾌﾞｸﾛ ｷｷｮｳ  

 + 1 ﾋｹﾞﾉｶﾞﾘﾔｽ ｲﾈ  

 + 1 ｴｿﾞﾊﾀｻﾞｵ ｱﾌﾞﾗﾅ  

 + 1 ﾏﾙﾊﾞｺﾝﾛﾝｿｳ ｱﾌﾞﾗﾅ  
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図 6-69 プロット№①対象区の毎木位置 

 

表 6-103 プロット№①対象区区の毎木調査結果 

NO テープ 種名 胸高直径(㎝) 樹高（m） 備考 

800 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 24.5 14.9  

801 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 36.3 16.8  

802 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 35.7 17.8 くされ有り 

803 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 30.8 16.8  
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【プロット№①対象区のコメント】 

高木層は、ウラジロモミが優占し、その他の樹種は見られない。 

下層植生は、シカによる食害等を受け少ないが、タチスボスミレが比較的多くみられる。その他、ウラ

ジロモミ、アカマツ、カラマツ、アオハダ等の稚樹も見受けられる。なお、かつては生育していたミヤマ

クマザサが僅かに見られるがシカによる食害等により消滅寸前である。  

№①の現地写真（対象区） 

所在：長野県伊那市長谷大字黒河内国有林２０５林班ろ小班内 
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プロット№② 

ａ 調査区 

表 6-104 プロット№②調査区の植生調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階層 被度 群度 種名 科名 高さ（㎝） 

T1 2 2 ﾐｽﾞﾅﾗ ﾌﾞﾅ  

 2 2 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

 2 2 ｼﾗｶﾝﾊﾞ ｶﾊﾞﾉｷ  

 1 1 ｺｼｱﾌﾞﾗ ｳｺｷﾞ  

 + 1 ｷﾀｺﾞﾖｳ ﾏﾂ  

T2 1 1 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ｶｴﾃﾞ  

 1 1 ｺｼｱﾌﾞﾗ ｳｺｷﾞ  

 + 1 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ ｶｴﾃﾞ  

 + 1 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

H + 1 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ ｶｴﾃﾞ  

 + 1 ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ ﾕﾘ  

 + 1 ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ ｽﾐﾚ  

 + 1 ﾐｽﾞﾅﾗ ﾌﾞﾅ  

 + 1 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ ｶｴﾃﾞ  
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図 6-70 プロット№②調査区の毎木位置 

 

表 6-105 プロット№②調査区の毎木調査結果 

NO テープ 種名 胸高直径(㎝) 樹高（m） 備考 

749 ｷﾀｺﾞﾖｳ 12.8 19.9 皮ハギ 

750 ﾐｽﾞﾅﾗ 13.3 17.5  

751 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 17.6 18.4  

752 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 22.0 18.5  

753 ｼﾗｶﾝﾊﾞ 52.7 21.1  

754 ｺｼｱﾌﾞﾗ 25.3 17.6 角研 

755 ﾐｽﾞﾅﾗ 21.0 21.6  

756 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 4.6 5.8  

757 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 4.0 6.1  

758 ｺｼｱﾌﾞﾗ 18.1 20.9 皮ハギ 

759 ｼﾗｶﾝﾊﾞ 19.4 19.9  

760 ﾐｽﾞﾅﾗ 16.8 15.0  

761 ｺｼｱﾌﾞﾗ 9.3 10.6  

762 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 6.1 6.3 皮ハギ 

763 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 9.8 9.9 皮ハギ 

764 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ 3.1 4.4 皮ハギ 
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【プロット№②調査区のコメント】 

高木層は、ミズナラとウラジロモミが優占し、シラカンバ、コシアブラ、イタヤカエデ、キタゴヨウマ

ツなどが見られ、ヤマモミジ、コシアブラ、イタヤカエデ等の亜高木層も見られる。 

下層植生は、上層木の被覆に伴う照度不足と、シカによる食害を受け少ないが、ミズナラ、イタヤカエ

デ、ウリハダカエデ等の稚樹も見受けられる。なお、かつては生育していたミヤマクマザサが、この場所

では見られない。  

№②の現地写真（調査区） 

所在：長野県伊那市長谷大字黒河内国有林２０４林班ろ小班内 
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ｂ 対照区 

表 6-106 プロット№②対象区の植生調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階層 被度 群度 種名 科名 高さ（㎝） 

T1 2 1 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

 1 1 ｱｶﾏﾂ ﾏﾂ  

 1 1 ﾐｽﾞﾅﾗ ﾌﾞﾅ  

 1 1 ｷﾀｺﾞﾖｳ ﾏﾂ  

 1 1 ｺｼｱﾌﾞﾗ ｳｺｷﾞ  

 1 1 ｼﾗｶﾝﾊﾞ ｶﾊﾞﾉｷ  

T2 + 1 ﾐｽﾞﾅﾗ ﾌﾞﾅ  

H + 1 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ ｶｴﾃﾞ  

 + 1 ｷﾀｺﾞﾖｳ ﾏﾂ  

 + 1 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

 + 1 ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ ｽﾐﾚ  

 + 1 ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ ﾆｼｷｷﾞ  

 + 1 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ｶｴﾃﾞ  

 + 1 ﾐｽﾞﾅﾗ ﾌﾞﾅ  

 + 1 ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ ﾕﾘ  
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図 6-71 プロット№②対象区の毎木位置 

 

表 6-107 プロット№②対象区区の毎木調査結果 

NO テープ 種名 胸高直径(㎝) 樹高（m） 備考 

765 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 16.1 18.9  

766 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 33.8 21.3  

767 ｱｶﾏﾂ 37.7 22.4  

768 ﾐｽﾞﾅﾗ 12.5 12.4  

769 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 13.9 14.2  

770 ﾐｽﾞﾅﾗ 21.2 19.3  

771 ｷﾀｺﾞﾖｳ 20.4 19.2  

772 ｼﾗｶﾝﾊﾞ 19.4 20.1  

773 ｺｼｱﾌﾞﾗ 26.5 18.1  

774 ｺｼｱﾌﾞﾗ 18.8 16.8  

775 ﾐｽﾞﾅﾗ 14.8 19.5  

776 ｼﾗｶﾝﾊﾞ 15.7 18.7  
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【プロット№②対象区のコメント】 

高木層は、ウラジロモミが優占し、アカマツ、ミズナラ、キタゴヨウマツ、シラカンバ、コシアブラな

どが見られ、ミズナラの亜高木層が僅かに見られる。 

下層植生は、上層木の被覆に伴う照度不足と、シカによる食害を受け少ないが、ミズナラ、キタゴヨウ

マツ、ウリハダカエデ等の稚樹が見受けられる。なお、かつては生育していたミヤマクマザサが、この場

所では見られない。 

  

№②の現地写真（対象区） 

所在：長野県伊那市長谷大字黒河内国有林２０４林班ろ小班内 
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プロット№③ 

ａ 調査区 

表 6-108 プロット№③調査区の植生調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階層 被度 群度 種名 科名 高さ（㎝） 

T1 2 1 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

 1 1 ｾﾝﾉｷ(ﾊﾘｷﾞﾘ） ｳｺｷﾞ  

 1 1 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ ｶｴﾃﾞ  

 1 1 ｷﾀｺﾞﾖｳ ﾏﾂ  

 1 1 ﾐｽﾞﾅﾗ ﾌﾞﾅ  

T2 2 1 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

 1 1 ｺｼｱﾌﾞﾗ ｳｺｷﾞ  

 1 1 ｻｸﾗ ﾊﾞﾗ  

 1 1 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ ｶｴﾃﾞ  

 1 1 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ｶｴﾃﾞ  

S 1 1 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

H + 1 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

 + 1 ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ ｽﾐﾚ  

 + 1 ｷﾀｺﾞﾖｳ ﾏﾂ  
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図 6-72 プロット№③調査区の毎木位置 

 

表 6-109 プロット№③調査区の毎木調査結果 

NO テープ 種名 胸高直径(㎝) 樹高（m） 備考 

811 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 16.2 15.5  

812 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 3.5 4.7  

813 ｾﾝﾉｷ(ﾊﾘｷﾞﾘ) 41.9 18.5  

814 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 6.8 5.3  

815 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 23.3 18.9 皮ハギ 

816 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 9.0 7.6 皮ハギ 

817 ｺｼｱﾌﾞﾗ 7.5 8.1 皮ハギ 

818 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 6.9 5.7 皮ハギ 

819 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 5.8 3.7 皮ハギ 

820 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 6.2 5.5 皮ハギ 

821 ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ 11.2 12.8 皮ハギ 

822 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 6.3 6.7 皮ハギ 

823 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 12.2 14.0 角研 

824 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 9.4 9.9 皮ハギ 

825 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 5.4 4.2 皮ハギ 

826 ｷﾀｺﾞﾖｳ 20.0 17.0 皮ハギ 

827 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 7.0 7.5 皮ハギ 

828 ｻｸﾗ（種不明） 12.1 12.3  

829 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 8.7 11.9 皮ハギ 

830 ﾐｽﾞﾅﾗ 9.1 13.1  

831 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 3.6 6.3  

写真撮影方向 
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【プロット№③調査区のコメント】 

高木層は、ウラジロモミが優占し、ハリギリ、イタヤカエデ、キタゴヨウマツ、ミズナラなどが見られ、

ウラジロモミ、コシアブラ、ヤマザクラ、ウリハダカエデ等の亜高木層が見られる。 

下層植生は、上層木の被覆に伴う照度不足と、シカによる食害を受けそれほど多くないが、ウラジロモ

ミの低木層が見られ、また草本層にはキタゴヨウマツの稚樹が見受けられる。なお、かつては生育してい

たミヤマクマザサが、この場所では見られない。  

№③の現地写真（調査区） 

所在：長野県伊那市長谷大字黒河内国有林２０３林班ろ小班内 
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ｂ 対照区 

表 6-110 プロット№③対象区の植生調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階層 被度 群度 種名 科名 高さ（㎝） 

T1 2 2 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ ｶﾊﾞﾉｷ  

 2 2 ﾐｽﾞﾅﾗ ﾌﾞﾅ  

 1 1 ﾄﾞﾛﾉｷ ﾔﾅｷﾞ  

 1 1 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

T2 2 2 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

 1 1 ｻｸﾗ ﾊﾞﾗ  

 1 1 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ ｶｴﾃﾞ  

 1 1 ｱｵﾊﾀﾞ ﾓﾁﾉｷ  

 1 1 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ ｶｴﾃﾞ  

S 1 1 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

 1 1 ｱｵﾊﾀﾞ ﾓﾁﾉｷ  

 1 1 ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ ｽｲｶｽﾞﾗ  

H + 1 ｷﾀｺﾞﾖｳ ﾏﾂ  

 + 1 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ ﾏﾂ  

 + 1 ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ ｽﾐﾚ  
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図 6-73 プロット№③対象区の毎木位置 
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表 6-111 プロット№③対象区区の毎木調査結果 

NO テープ 種名 胸高直径(㎝) 樹高（m） 備考 

832 ﾐｽﾞﾅﾗ 25.4 18.1  

833 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 6.8 8.2 皮ハギ 

834 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 5.8 7.3 皮ハギ 

835 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 12.1 11.1  

836 ﾄﾞﾛﾉｷ 19.9 13.3  

837 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 11.0 10.1 皮ハギ 

838 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 5.6 5.4 皮ハギ 

839 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 16.1 15.8  

840 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 7.5 7.6 皮ハギ 

841 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 12.0 10.3 皮ハギ 

842 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 3.5 3.2 皮ハギ 

843 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 4.1 7.0 角研 

844 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 3.4 7.1  

845 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 6.1 9.8  

846 ｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ(不明) 3.5 4.3 皮ハギ 

847 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 5.3 4.5 皮ハギ 

848 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 4.4 4.3 皮ハギ 

849 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 21.8 17.9  

850 ｻｸﾗ(不明) 6.3 6.8  

851 ｻｸﾗ(不明) 6.9 9.0  

852 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 4.2 3.8 皮ハギ 

853 ｱｵﾊﾀﾞ 8.5 10.3 皮ハギ 

854 ｱｵﾊﾀﾞ 4.1 6.5 皮ハギ 

855 ｻｸﾗ(不明) 11.4 13.2  

856 ﾐｽﾞﾅﾗ 13.1 15.2  

857 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 9.0 12.9  

858 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 7.8 13.4  

859 ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 15.1 16.1  
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【プロット№③対象区のコメント】 

高木層は、ダケカンバとミズナラが優占し、ウラジロモミやドロノキが混生する。亜高木層にウラジロ

モミ、ヤマザクラ、アオハダ、ヤマモミジ、アオハダなどが見られる。 

下層植生は、上層木の被覆に伴う照度不足と、シカによる食害を受け、ほとんど見られないが、ウラジ

ロモミやアオハダ等の低木層が見られ、また草本層にはキタゴヨウマツ、ウラジロモミ等の稚樹が見受け

られる。なお、かつては生育していたミヤマクマザサが、この場所では見られない。 

 

№③の現地写真（対象区） 

所在：長野県伊那市長谷大字黒河内国有林２０３林班ろ小班内 
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